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柏原市のまちづくりビジョン

平成27年7月
柏原市長 中野隆司

危機意識と夢の共有

平成25、26年の取組

（子育て） 妊婦健診助成金を府内最高水準116,840円に

（子育て） こども医療費助成は通院を小学6年生まで、入院を
中学3年生まで拡充

（教育） 中学校で給食の実施

（教育） 民間の塾講師を活用し、学力アップを

（安全・安心） 町会が設置する防犯カメラの補助制度創設

（安全・安心） 循環バス網を拡充し、国分市場ルートを新設

（協働推進） 地域担当職員制度を創設し、地域と連携強化

（にぎわい） 柏原花火の復活

（行政の透明性アップ） 部長会議をリアルタイムで公開

2014年 2050年 2100年

2008年をピークに人口減少へ

このままの状態が続くと、1億2,700万人の日本の
人口が2050年には9,700万人、2100年には5,000万
人にまで減少し、明治末期の人口規模になる。

若い世代が出生率の低い東京圏など大都市部へ
流出することが、日本の少子化、人口減少につな
がっている。

日本創生会議（平成26年5月）
「ストップ少子化・地方元気戦略」

地方からの人口流出がこのまま続くと、「若年女性
（20～39歳）」が、2040 年までに50％以上減少する
市町村が896（全体の49.8％）にのぼると推計されて
いる。

東京圏では高齢化が一挙に進むことが予想されて
いる。

柏原市も消滅可能性都市の一つとされている。

半数に
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人口推計と老年人口割合

77,034  74,696  72,345 
69,447 

66,025 
62,303 

58,377 

16.9

21.2

25.9
28.3 29.2

30.7
32.2

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47

％人

人口推計（人）

老年人口割合（％）

今後20年で1万4千人が
減少する。

20年後は3人に一人が
65歳以上になる。

60歳以上の人口推計
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年少人口（0～14歳）の推計
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20年後の年少人口は
現在の約70％に減少
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生産年齢人口(15歳～64歳)の推計
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20年後の労働力は
4分の3になる。

減少
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生産年齢人口と市税の関係
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生産年齢人口と市税は比例
して減少する。

人口と社会保障費の関係
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人口が減少しても生活保護費
は増加する。

平成47年（20年後）の見通し

人口 72,000人 ⇒ 58,000人

市税 88億円 ⇒ 75億円 大幅減

民生費 100億円 ⇒ 147億円 大幅増

選択と集中＆コスト削減

コンパクトなまちづくり

高齢者施策、子育て支援、安全・安心の
まちづくりを推進

市立柏原病院の充実

平成27年4月から 内科救急 24時間365日体制

※緊急心臓カテーテル治療可能

医局の充実

※常勤医 平成27年度から42人に増員

産婦人科診療の強化

※分娩件数の大幅増加（20件→35件）

新たな医療機器の導入

• Ｘ線骨密度測定装置（骨粗しょう症検査）

• レーザー結石破砕装置

医療①
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柏原市の健康づくり

◎平成27年6月1日から

大腸がん検診が市内のお医者さんで受診できるよう
になりました。

◎満40歳以上の方は、年1回無料で受診できます。

なお、検査は体に負担のない便潜血検査で行い、
薬を飲んだり、食事の制限はありません。

予防意識をもって、まずは、受診をお願いします！

医療②

柏原市の高齢者施策

第6期高齢者いきいき元気計画：Ｈ27～Ｈ29年度

高齢者が安心して地域で暮らしていくために、
『介護』、『予防』、『医療』、『生活支援』、『住まい』の
5つのサービスを一体的に提供する「地域包括ケア
システム」の構築を推進

高齢者が生き生きと暮らせる地域社会を実現

 生きがいと健康づくり、介護予防、認知症ケア

 循環バスで生活支援

 市立柏原病院の充実

高齢者①

介護予防教室の風景
高齢者②

柏原市の防災・減災施策

スピーカーの音達範囲拡大 ： 現在30％ ⇒ ほぼ全域へ

屋外スピーカーの増設 ： 現在14か所 ⇒ 大幅増

災害現場で欠かすことのできない行政防災無線を更新

災害時に、必要な情報を正確かつ迅速に住民へ届けるため

防災
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柏原市の子育て支援施策

子育てと仕事の両立を全力で応援

待機児童の解消に向けて（H29年度ゼロ目標）

平成27年4月から低年齢児の受け入れ枠を拡大する
ため、小規模保育事業をスタート

平成28年4月から法善寺保育所の民営化で0歳・1歳
児の受入れ枠の拡大

＊さらに、こども医療費の無料化を拡充

子育て

柏原市の学校教育施策

貧困の連鎖を無くし、誰もが平等に教育を受けること
ができる教育環境づくり

 平成26年度から中学3年生対象に塾による放課後
数学補習教室をモデル実施 ⇒ 拡大中！

 平成27年度から小学校2校で塾による国語特別授
業をモデル実施

 平成２６年度から中学校部活動での就学指定校
変更制度をスタート （指導者の充実）

教育

小学校の児童数の推移
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H33年度の児童数は、H13年度の
約6割まで減少する。

学校適正規模・適正配置審議会を設置（Ｈ27年度）

教育

小中一貫教育の推進

昨年度の耐震診断で、柏原中学校校舎の老朽化が
著しいことが判明し、早期の建て替えを検討

（教育委員会）

中学校の建て替えにあたり、学力向上や少子化など
を総合的に判断し、施設一体型小中一貫校を整備する
ことについて、ＰＦＩ導入可能性調査を実施

教育
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自然体験学習施設 NEW OPEN

7月1日から竜田古道の里山公園に自然体験学習施
設がオープンしました。

自然あふれる公園で気軽にアウトドアを！

キャンプ・日帰りバーベキュー

セミナーハウス

グラウンドゴルフミニコース・健康遊具

幼児から高齢者まで楽しめる多彩な講座を開設

にぎわい

自然体験学習施設 NEW OPEN
にぎわい

恩智川（法善寺）多目的遊水地
【市民スポーツ広場】

大阪府が治水対策として進めている法善寺地区の

遊水地事業用地を暫定的に借り上げ、市民スポーツ
広場の整備を進めています。

広さは、南北約200ｍ、東西約100ｍ

野球やサッカーがおもいっきり楽しめる施設

グラウンドゴルフにも利用できます。

＊早期のオープンに向けて府と協議中！

都市整備①

法善寺駅

恩智川（法善寺）多目的遊水地都市整備①
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古町上市線歩道整備事業

 アゼリア柏原の西側交差点
 歩道及び横断歩道を設置します。
 平成27年度設計、平成28年度に工事（予定）

都市整備②

上市法善寺線整備事業

 現在工事中の大県本郷線に接道します。
 市道の交差点部分の整備を図ります。
 平成27年度より境界確定に着手予定です。

都市整備③

橋の長寿命化修繕計画事業

 老朽化が進む88橋を計画的に修繕していきます。
 計画を進めることで、50年間で11億円の経費削減！
 平成27年度は国分寺大橋の設計を行います。

都市整備④

公共施設の老朽化対策

低成長経済や人口減少により税収は減少傾向にある
一方、社会保障関係費は増加している。

市の財政状況は依然として厳しく、全ての公共施設を
このまま維持していくことは不可能である。

庁舎、図書館・公民館、学校などの公共施設は、長期
的視点で役割や総量を再考し、複合化やＰＰＰ手法
（公民連携）の活用により、全体をマネジメントしていく
必要がある。

都市機能のコンパクト化に合わせてインフラ整備を推進

都市整備⑤
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●新庁舎建設予定地

都市核を結ぶネットワーク機能の強化

新たな賑わいゾーンの形成

拠点型商業地

拠点型商業地

行政施設・文化施設

近鉄安堂駅周辺エリア都市整備⑥

新たな賑わい拠点・市庁舎の整備

 市有地を活用して、建設・維持管理コストを抑え、
税金投入を最小限に! 

 市役所と民間施設が同居する複合庁舎を検討！

課題は、市庁舎の老朽化・防災機能の強化

現市庁舎は、ＪＲ柏原駅と近鉄河内国分駅の間に
位置し、周辺には、リビエールホール、男女共同参画
センター、大和川河川敷などがある。

都市整備⑦

柏原市健康保養センター
サンヒル柏原

 1泊3,000円割引の数量限定「柏原市ふるさと旅行
券」を使用して「ふるさと割プラン」をご利用ください。

利用期間：平成27年6月1日から12月31日まで

どなたでもご利用いただけますので、ご家族ご友人
と会席料理や露天風呂で心も体もリフレッシュしてく
ださい。

 10月1日から完全民営化し、宿泊サービスの向上に
取り組みます。

お知らせ
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